
令和５年度 第２回 嘉麻市立織田廣喜美術館運営協議会 

 

日 時：令和５年１１月１５日（水）１０：３０～ 

場 所：織田廣喜美術館 市民アトリエ 

【委 員】                              

 

【事務局】 

□ 教育長 木本 寛昭 □ 生涯学習課長 末永 康洋 □ 課長補佐兼図書・美術館係長 上野 智裕 

 □ 図書・美術館係 主査 藤原 千晶  □ 図書・美術館係 主査 有江 俊哉   

 

【指定管理者】 

□ 統括責任者 下田 富美子  □ サブチーフ 木村 亜沙子 

 

１． 開会のことば 

 

 

 

２．教育委員会あいさつ 

 

 

 

 

３．会長あいさつ 

 

 

 

 

４．議事・報告 

（１）第６次教育アクションプラン事業シートについて ･･････ 資料１ 

（２）令和５年度事業計画及び進捗について ････････････････････ 資料２          

（３）令和６年度事業計画について ･･････････････････････････････ 資料３ 

 

５．その他 

 

 

 

閉会のことば 

職名 氏 名 出欠 職名 氏 名 出欠 職名 氏 名 出欠 

会 長 緒方  泉  副会長 坂本 留里子  委 員 坂田 続穗  

委 員 三木 一司  委 員 丸山 桃子  委 員 桒野 麻里  
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10校（延べ22回）

11 組

87 回

■事業の目標（可能な限り数値目標を記入してください。）

令和８年度令和７年度令和６年度基準値目的達成にかかる指標

7

美術館を活用した学校数（延べ回数）

展示室5利用団体数

5校（延べ14回）

10 組

8校（延べ16回） 9校（延べ19回）

第６次嘉麻市教育アクションプラン　事業シート

課名

事業の目的
（事業を実施する
目的は何ですか。）

・市民の自主的・自発的な文化芸術活動を支援し、教育・文化のまちづくりの実現を目指し
ます。
・文化芸術活動を通して感性を磨き、心豊かな人材を育成することで、地域の文化、芸術
の活性化に寄与します。
・学校等の授業を支援し、子どもたちの考える力、表現する力等を育み、バランスのとれた
子どもの育成に貢献します。
・郷土の文化、芸術について学習し、ふるさとに誇りを持てる豊かな心を育てるとともに、異
なる文化に対する理解を深めることを目指します。

主 要 施 策 ７．市民文化の創造

施 策 内 容 ７－１　美術に関する創造的活動の推進

事 業 名 文化芸術活動推進事業

■事業の概要

事業の必要性
（どのような市民
ニーズや地域課
題、社会的背景に
対応する事業です
か。）

・市民の「知の循環型社会」の実現を目指し、学校教育と社会教育の両面の取り組みが必
要です。
・学習指導要領では地域の美術館の利用や連携を図ることが推奨されています。
・郷土出身の画家、織田廣喜をはじめとする作家や作品等、地域の文化、芸術を教育プロ
グラムに取入れ、地域社会との結びつきを強化することが必要です。

継続事業

事業内容・細事業
（どのような手段・
方法で事業に取り
組みますか。）

・地域で活動する個人及び団体の展示等の活動を支援します。
・関係団体と連携協力し、市民の文化芸術活動の振興を支援します。
・学校や公民館等と連携し、作品鑑賞や創作活動等を支援します。
・あらゆる年代の市民に対して、文化や芸術に関連した生涯学習プログラムを充実させま
す。
・美術館の情報をホームページやアプリ等の媒体により発信します。
・郷土に縁のある作家の作品を活用した教育プログラム等を開発し、学習支援を行いま
す。

係名 図書・美術館係

シート作成者氏名 上野　智裕　

事業の分類生涯学習課

令和4年度実績

10 組

　　予算科目：１０款　　項　　目　/　予算事業名：　　　　　　　　　　　　　　　　　

11 組

■事業の効果

効果
（この事業を実施し
てどのような効果
が期待できます
か。）

・市民が文化、芸術に触れ、学び合い、学び続けることは、芸術への興味と関心、人間関
係を深め、日常生活に潤いを与える生涯学習の推進につながります。
・子どもたちへの学びの支援により、芸術への興味と関心を深め、創作の楽しさを体感しな
がら豊かな思考力、創造力を磨き、人間性を培い、学力向上につながります。
・教育資源である織田廣喜美術館を活用し、織田廣喜やその作品を通じて学ぶことで、郷
土を愛し、誇りに思う心豊かな子どもの育成につながります。

■事業の予算（単位：千円）

市民アトリエの延べ利用回数 86 回85 回84 回

9

令和６年度
（概算） その他 一般国庫 県費 地方債

令和７年度
（概算）

令和８年度
（概算）
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事業の目的
（事業を実施する
目的は何ですか。）

・快適な環境の中で美術館の利用が行えるよう、適切に美術館の維持管理を行います。
・収蔵作品を適切に保存し活用できるよう、収蔵庫等の設備の維持管理を行います。
・碓井琴平公園を安全で安心して幅広く活用できるよう、適切に維持管理を行います。
・美術館や碓井琴平公園への交流人口を増やすため、幅広く周知を行います。

継続事業

シート作成者氏名 上野　智裕　

主 要 施 策 ７．市民文化の創造

施 策 内 容 ７－１　美術に関する創造的活動の推進

事 業 名 美術館運営管理事業

■事業の概要

事業の必要性
（どのような市民
ニーズや地域課
題、社会的背景に
対応する事業です
か。）

・織田廣喜美術館は、快適な環境の中で安心して作品鑑賞や作品展示活動ができる嘉飯
桂地域で唯一の美術館です。
・美術資料を保存し活用するためには、施設と美術資料の適切な維持管理が必要です。
・隣接する碓井琴平公園は、市民の憩いの場・交流の場・健康増進の場として幅広く活用
されており、適切な維持管理が必要です。
・指定管理者の管理運営により、業務のプロセスが改善され、効率的、効果的な管理運営
とサービスの向上が期待できます。

第６次嘉麻市教育アクションプラン　事業シート

課名 生涯学習課 係名 図書・美術館係 事業の分類

事業内容・細事業
（どのような手段・
方法で事業に取り
組みますか。）

・美術館の施設、設備の適切な維持管理を継続し、来館者がリラックスして文化芸術を楽
しめるよう展示環境と共に、適正な設備の稼働により作品の保存を行います。
・作品の調査、修復と記録（撮影及びデジタル情報化）等の保存を行います。
・碓井琴平公園の維持管理と環境美化に努めます。
・美術館の情報をホームページやアプリ等で積極的に発信します。
・来場者からのフィードバックを積極的に収集し、改善点や要望を把握して、より良いサー
ビスの提供に努めます。

■事業の目標（可能な限り数値目標を記入してください。）

目的達成にかかる指標 基準値 令和６年度 令和７年度 令和８年度

9

令和６年度
（概算）

令和７年度
（概算）

市民アトリエ、展示室5利用回数

令和4年度実績

■事業の効果

効果
（この事業を実施し
てどのような効果
が期待できます
か。）

・快適な環境の中で充実した作品鑑賞をしながら、美術への興味と関心を深めることで、
美術館の魅力を体感し、リピーター増につながります。
・快適な環境の中で作品創作や展示を行いながら、創作意欲を高め、学び続けることによ
り、日常生活に潤いを与え、生涯学習の推進につながります。
・幅広い情報発信、適切な更新により、市外、県内外からの集客につながり、行政、民間、
NPO等様々な関係機関と連携協力することで観光資源として活用を推進し、まちづくりに
貢献できます。
・展示収蔵作品を嘉麻市の財産として適切に後世に継承し活用することができます。

■事業の予算（単位：千円）

　　予算科目：１０款　7項　5目　/　予算事業名：美術館運営管理事務費　　　　　　　　　　　　　　　　　

66,768

12,000 人

令和８年度
（概算）

100 回 100 回 100 回

13,000 人12,350 人 12,700 人

11,350 人 11,700 人

66,768

国庫 県費 地方債 その他 一般

66,768 66,768

98回

7 入館者総数（市民アトリエ利用者含む） 12,000人

展示室入館者数 11,000人
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第６次嘉麻市教育アクションプラン　事業シート

課名 生涯学習課 係名 図書・美術館係 事業の分類

事業の目的
（事業を実施する
目的は何ですか。）

・優れた文化芸術作品を鑑賞することで、文化芸術への興味と関心を深めるとともに、市民
の心を癒し、感性豊かな人材育成に貢献します。
・織田廣喜を中心とする収蔵作品を展示し、各種メディア等で公開し活用を図ります。
・観光資源として嘉麻市のPRとなり、交流人口の増加と持続可能なまちづくりの一助となり
ます。

継続事業

シート作成者氏名 　上野　智裕

主 要 施 策 ７．市民文化の創造

施 策 内 容 ７－１　美術に関する創造的活動の推進

事 業 名 企画展事業

■事業の概要

事業の必要性
（どのような市民
ニーズや地域課
題、社会的背景に
対応する事業です
か。）

・質の高い文化芸術作品の鑑賞は、文化芸術への興味と関心を深め、創作意欲を刺激し、
持続可能な生涯学習の推進に繋がるとともに、学びと知識の広がりを促進します。
・企画展やテーマ性のある展示は、興味を引きやすく、来場者数の増加と市への交流人口
の増加に寄与し、持続可能な魅力あるまちづくりにつながります。
・企画展はメディアの注目を集め、美術館の広報活動にも寄与し、美術館の知名度向上と
市民の文化、芸術への関心喚起へとつながります。

事業内容・細事業
（どのような手段・
方法で事業に取り
組みますか。）

・「絵本原画展」、「県展筑豊巡回展」等の特別企画展を開催します。
・調査、研究を行った収蔵作品を活用した「コレクション展」を開催します。
・図書館等や関係団体との連携協力により、企画展の充実を図ります。
・展示と連動したイベント等、多様な関連事業を企画し、来場者の興味を惹きつけます。
・展覧会情報をホームページやアプリ、各種メディア等で提供し、広報周知を充実します。
・事業の成果と課題を次年度の計画に活かすことで、効果的な取組を継続します。

■事業の目標（可能な限り数値目標を記入してください。）

7

目的達成にかかる指標 基準値 令和６年度 令和７年度 令和８年度

特別企画展入館者数 5,000 人

9

令和６年度
（概算）

令和７年度
（概算）

企画展入館者数（コレクション展等）

令和4年度実績

メディア掲載回数 5 回 6 回 7 回

■事業の効果

効果
（この事業を実施し
てどのような効果
が期待できます
か。）

・「教育的環境」や「文化的環境」の充実は、人々の心に潤いを与え、文化、芸術への興味
と関心を深め、持続可能な生涯学習の推進、魅力あるまちづくりに貢献します。
・市外、県内外から多くの人々の来館を促し、行政、民間等、様々な関係団体との連携協
力により、観光資源として嘉麻市のPRとなり、交流人口の増加、持続可能なまちづくりの一
助となります。
・企画展の見学者が合わせて織田廣喜の常設展を鑑賞する機会となり、館全体の回遊性
を図ることができ、作品や館の魅力を伝え、リピーター増につながります。

■事業の予算（単位：千円）

　　予算科目：１０款　　項　　目　/　予算事業名：　　　　　　　　　　　　　　　　　

5,300 人 5,400 人 5,500 人

8 回

250 人 260 人 270 人 280 人

令和８年度
（概算）国庫 県費 地方債 その他 一般
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第６次嘉麻市教育アクションプラン　事業シート

課名 生涯学習課 係名 図書・美術館係 事業の分類

事業の目的
（事業を実施する
目的は何です
か。）

・市民に文化、芸術に興味と関心を深める学習の機会を提供します。
・学校での美術教育の補完と拡充を行いながら、子どもたちの考える力、表現する力等を
育み、バランスのとれた子どもの育成に貢献します。

継続事業

シート作成者氏名 上野　智裕　

主 要 施 策 ７．市民文化の創造

施 策 内 容 ７－１　美術に関する創造的活動の推進

事 業 名 美術教育普及事業

■事業の概要

事業の必要性
（どのような市民
ニーズや地域課
題、社会的背景に
対応する事業です
か。）

・市民の多様化する学習ニーズに対応するため、様々な文化的講座の実施が必要です。
・美術館は、創造性や表現力を育む芸術教育の重要な場であり、市民の成長と教養の向
上に寄与するため、美術教育の普及を担うことが重要です。

事業内容・細事業
（どのような手段・
方法で事業に取り
組みますか。）

・幅広い世代の市民が、学びや体験を享受できる教育プログラムを提供します。
・アーティストや大学等と連携し、多様な教育事業の実施に協力を得ます。
・事業の成果と課題を次年度の計画に活かすことで、効果的な取組みを継続します。
・生徒及び児童のタブレットへのデジタルチラシ配信による情報提供を行います。

■事業の目標（可能な限り数値目標を記入してください。）

7

目的達成にかかる指標 基準値 令和６年度 令和７年度 令和８年度

主催講座数（種別数） 4 講座

9

令和６年度
（概算）

令和７年度
（概算）

アウトリーチ実施回数

　 令和4年度実績

教育プログラムの満足度（アンケート結果） 80% 83% 86%

■事業の効果

効果
（この事業を実施
してどのような効
果が期待できます
か。）

・学び合い、文化、芸術に興味と関心を深め、創作することの楽しさを体感することで、今後
の学びの継続につながり、日常生活を潤す生涯学習の推進につながります。
・異年齢の子どもたちが学び合いながら考える力、表現する力等を育み、人間性豊かなバ
ランスのとれた学力向上に貢献します。
・地元の作家について学ぶことで、作家の人間性や作品の魅力について学びを深め、ふる
さとに関心と誇りを持てる豊かな心を育てます。
・市民の自主的・自発的な学習活動の継続により、教育・文化のまちづくりの実現につなが
ります。

　　予算科目：１０款　　項　　目　/　予算事業名：　　　　　　　　　　　　　　　　　

4 講座 4 講座 4 講座

90%

5 回 5 回 6 回 6 回

■事業の予算（単位：千円）

令和８年度
（概算）国庫 県費 地方債 その他 一般


















